
 報告

福井県立大学では，2020年10月より，本学の教員や多方面で活躍する地域の方々を講師に，

オンラインによる「公開講座」を開始しております．地域経済研究所では，特別企画講座として

「with／afterコロナの福井の経済を考える（地域経済研究所 所長 南保 勝）」を2020年11月4日

（水）に配信開催いたしました．今後も多彩なテーマによる講座配信が予定されておりますので，

福井県立大学HPの「公開講座」をご覧になっていただけますと幸いです．
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 福井県地域経済の概観（2020年上期を中心に）

第31号（2020.9）記載の第1次産業の福井県漁業及び農業の概況を更新したものとなります．

□福井県漁業の概況

～2019年の総漁獲量は平年を下回る結果に～
2019年の福井県の漁獲量は10,977トンで，前年比109.9となった．漁法別にみても，定置網，

底びき網，釣り・その他のいずれにおいても前年を上回る漁獲量となったものの，全体では，過
去10年平均値（平年）よりも少なかった．（表１）

魚種別にみるとブリ類が2,162トンで昨年の2位から首位となり，平年の2,061トンよりも上
回った．

その他，主要魚種の漁獲量の順位は，2位は昨年首位のサワラ，以下，3位ホタルイカ，4位ア
カガレイ，5位スルメイカとなっている．（表２）

特徴的なことは，昨年9位であったマイワシが41位に後退したこと．昨年のマイワシの漁獲量
の多さは，定置網で22年ぶりに200トン超／月を記録したためであり，19年は平年並みに戻っ
たともいえる．ちなみに，マイワシの漁獲量は，北太平洋の水温変化に大きく影響を受ける．水
温が低下すれば増加し，上昇すれば減少する．水温低下がみられる現在は，全国的にみても漁獲
量の増加トレンドに入っている．

～コロナ禍によって価格下落が発生～
コロナウイルス感染症拡大は，福井県内の魚価格へも影響を与えることになった．飲食店向

け高級魚のサワラ（お刺身用）は，2020年1-3月から下落が始まり，4月以降は1kgあたり800-
1,000円程度にまで落ち込み，7月現在も下げ止まりの傾向が続いている．これは昨年同期間の半
値の水準である．

また，スーパー向け大衆魚のサゴシ（焼き物用）の場合，1-3月は昨年の同期間と同水準であっ
たものの，4月から６月中旬までは，3割ほど価格が下落した．なお，6月中旬以降は，1-3月の
水準にまで回復している．魚価格は漁獲量によっても変動するものであるが，今回の価格変動は，
コロナウイルス感染症拡大による消費行動の変化が大きく影響したと考えられる．

注】本稿は主として，福井県水産試験場が公表した資料「浜のたより」，「水試だより」をもと
にして執筆した．

表１　福井県の漁獲量の変化率（対前年比）
（単位 ： ％）

年 定置網 底びき網 釣り・その他 総漁獲量

2010 108.3 118.4 103.0 110.2

2011 100.5 93.4 80.4 94.2

2012 87.0 105.4 90.8 93.5

2013 113.5 87.1 96.5 101.3

2014 113.1 102.0 85.5 105.3

2015 105.0 101.6 99.4 103.2

2016 105.9 86.5 99.7 99.4

2017 71.6 90.2 77.4 77.1

2018 101.6 109.7 89.9 102.6

2019 107.1 105.6 136.9 109.9

出所：2015年までは「浜のたより」，2016年以降は「水試だより」を参照．

表２　福井県の主要魚種別漁獲量（2019年）
（単位 ： t,％，t）

順位
主要魚種 漁獲量 割合 平年

2018 年（前年）

1 （2） ブリ類 2,162 19.7 2,061

2 （1） サワラ 1,670 15.2 1,779

3 （5） ホタルイカ 871 7.9 439

4 （3） アカガレイ 716 6.5 1,159

5 （13） スルメイカ 599 5.5 513

6 （7） シイラ 546 5.0 250

7 （6） アジ類 489 4.5 792

8 （4） アカエビ 457 4.2 380

9 （11） ズワイガニ（オス） 211 1.9 223

10 （10） その他カレイ 203 1.8 297

19 （16） ズワイガニ（メス） 117 1.1 135

26 （26） ミズガニ 54 0.5 101

その他 2,881 26.2 4,077

合計 10,977 100.0 12,189

出所：福井県水産試験場「水試だより第50号」をもとに作成
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□福井県農業の概況

～集落営農組織の動向～
○集落営農組織の推移

北陸4県における集落営農数は，2,368組織であり（表１），前年に比べて12の増加であった．
福井県においては，新規にできたものが32，解散・廃止されたものが9となり，結果として23

組織の増加，合計603組織となっている．
〇農業生産法人化の状況

次に，集落営農組織の法人化の状況をみると（表２），北陸4県では1,259法人（36法人の増加），
集落営農組織に占める法人の割合は53.2％と全国の36.8％を16.4ポイントと大きく上回ってい
る．地域別（北海道，東北，北陸，関東・東山，東海，近畿，中国，四国，九州，沖縄）にみて
も最も高い．福井県では，262法人（23法人の増加），集落営農組織に占める割合は43.4％である．

なお，福井県における法人形態の内訳は，農事組合法人216，株式会社36，合名・合資・合同
会社8などとなっている．また，法人化していない集落営農組織において「農業経営を営む法人
となる計画を策定している」のは，北陸4県で37.2％であるのに対して，福井県では52.8％となっ
ており，法人化への意向が依然として強い．ちなみに152組織が2020年に法人化を予定．
〇集落営農における活動内容
「集落内における営農を一括管理・運営している」のは891組織（37.6％），福井県では223組

織（37.0％）である．そこで，一括管理等を行っていない集落営農の活動内容をみると（複数回
答），「機械の共同所有・共同利用を行う」（87.3％），「水稲・陸稲を生産・販売」（78.3％），「農
家の出役により，共同で農作業（農業機械を利用した農作業以外）を行う」（69.6％）などが多く，
福井県もほぼ同様の傾向を示している．

福井県における農産物の生産・販売活動を詳しくみると，「水稲・陸稲を生産販売」502組織
（83.3％），「麦，大豆，てん菜，原料用ばれいしょのうち，いずれかを生産・販売」329組織（54.6％）
が多く，「畜産物を含むその他の作物の生産・販売」196組織（32.5％），「農産加工品の生産・販
売」18組織（3.0％）と少ない．

このように福井県では，依然として農業の担い手として集落営農の役割が大きく，法人化への
意向も強い．今後は，法人組織として経営の安定化や，承継問題への対応が大きな課題である．
また，農産品の付加価値向上をにらみ，全国（4.2％）に後れを取る「農産加工品の生産・販売」
への取り組みの模索も重要である．

表１　集落営農数の動向（2020年）
（単位 ： 組織）

集落営農数 増減
（20-19）

うち新規 うち，解
散・廃止2018年 2019年 2020年

全国 15,111 14,949 14,832 ▲117 230 350

北陸 2,383 2,356 2,368 12 46 35

新潟県 754 746 734 ▲12 3 16

富山県 740 736 736 0 5 5

石川県 304 294 295 1 6 5

福井県 585 580 603 23 32 9

資料： 北陸農政局「集落営農調査（北陸）」をもとに作成

表２　集落営農数の動向（2020年）
（単位 ： 組織）

2018年 2019年 2020年 20-19年

全国 5,106 5.301 5,458 157

北陸 1,193 1,223 1,259 36

新潟県 372 378 381 3

富山県 440 455 462 7

石川県 149 151 154 3

福井県 232 239 262 23

資料： 北陸農政局「集落営農調査（北陸）」をもとに作成
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編 集 後 記

2020年は，世界中が新型コロナウイルス感染症の対応に追われた一年となりました．地域経
済研究所では，新型コロナウイルス感染症が福井県の地域経済へ与えた影響を調査し，引き続き
今後の地域経済の在り方を発信してまいります．

■講演録■
「北陸地域政策研究フォーラム」
　　南保　勝（福井県立大学地域経済研究所所長）

■書評■
澁谷弘利著『受注生産型企業における原価企画とその活用』
　　上總　康行（福井県立大学名誉教授）

■福井県地域経済の概観（第1次産業 福井県漁業及び農業）■
　　杉山　友城（福井県立大学地域経済研究所准教授）

執筆者紹介
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